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舘脇正和 :中村義輝先生のご逝去を悼む

Masakazu Tatewaki: Dr. Yositeru N akamura (1910-1994) in memoriam 

れた。イギス属の研究には，当時としては斬新的なア

イデァで，胞子及び発生形態に注目し，成体の形態と

のつながりを明 らかにし，日本産 Ceramium 属及び

CamtylaetlLOra属の分類学的研究を完成させて，理学博

士の学(立を得られた(1950)。

先生が室I封]に赴任された当時は第二次世界大戦の真

最中であり ，ま た戦後は厳 しい食料難であったため，

ご自分の分類学の研究だけでなく，有用海藻資源調査

にも協力され，北海道J1!lJ辰・日高地区を始め千島方面

にまでカリウム ・臭素資源を求めて調査をされた。ま

た食用海藻の北海道沿岸淡海増殖の適地調査やコンブ

類の増殖事業研究にも協力を惜しまず，増殖のための

投石，コンクリートブロヅクの形状 ・投入時期等につ

いても適切な指導をされ，現在の北海道におけるコン

ブの増 ・養殖の基礎づくりをされt.:.o

先生は常に海に:1¥て凶季の海藻を観察しておられた

が，その中で樽l間帯岩1(((¥域の海藻群落の遷移について，

岩面長1)断法を用いて帯状分布の成因解析を10年以上に

元北海道大学教授 ・理学部附属海藻研究施設長中村 亘って続けられた。この生態学的研究を通して一度破

義輝先生は去る 10月30日午後 111寺33分， 札腕の入院先 壊した自然環境は10年経っても元には戻らないと，早

の病院で呼吸不全のため84才の生涯を閉じられた。先 くから自然保護を主張されておられた。また後年，褐

生(t1910年 (明治43年)8月28日福井県大貯郡鹿谷村 藻マツモ属とイソガワラ属について発生形態と体構造

(現勝山市)のお生まれで，旧制松本高等学校を経て， の類似性から，両者を一つにまとめてイソガワラ n
1933年 4月北海道帝国大学理学部植物学科に入学され (RaJfsiaJes)の新設を提唱されたこと (1972)や，カヤ

た。新設されて間もない型学部において，北大ならで モノリ科植物の微小売賀状の胞子体世代の発見 (1965)

は出来ない研究を望まれ，山間幸男教授のもとで海藻 も，先生の詳細な生態観察によるものである。

分類学:の研究を選ばれた。 1936i'!三3月に卒業されたが 1964年に海藻研究施設長に就任されてからは，海藻

直ちに高Ij手として研究生活に入られ，傍ら札幌市内の 類の室内情養設備の充実を図り，厳密に環境条例=をコ

中学校や女学校の講師として教範~を取られた。 1942年 ントローノレで‘きる培養l車を多数整備して，発生・生活

12月に北海道帝国大学理学部附属海藻研究所 cm海藻 史の研究に専心されたが，褐藻カヤモノリ科やウノレシ

研究施設)に赴任され.sJ)手，講師，助教授を歴任， グサ科槌物の生活史の研究はわが国の海藻学の研究水

施設長を併任し. 1967年教授に昇任された。室蘭iでは 準を世界的にレベノレアップさせたーっといえる。先生

32年間に亘って研究及び教育指噂の生活を続けられ， はこれらの研究を通して，二度に亘って文部省在外研

1974年に定年退宮された。 究員として欧米諸国の大学や研究所を歴訪して，シ ン

先生はこの間，海藻の分類，生態，発生，生活史と ポジウム ・セミナーに参加発表され，諸外国の研究者

傾広く研究された。まず室蘭付近の海誌の分煩から始 と交流を図られ数多くの友人を得られた。

められたが，一地戚のものだけでは種の把協ができな 先生は教授として，大学院生の研究指導に当たられ

L 、ことを痛感され，広 く全国に採集旅行をされて 日本 たが，私を含めて市村 (北大)・中原 (京大)・斉藤 (弘

産の紅様ロドコノレトン属，次いでイギス属の研究をさ 前大)・増田(北大)等の諸氏が直接ご指導頂いた世
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代である。先生はまた，学部学生には海産植物生態学

の講義指導を行い，富山大学・北海道教育大学等の他

大学でも非常勤講師として藻類学の講義を担当された

が，ご自分の研究や経験を内容に多く盛り込んだ講義

は，学生たちの海藻及び生態学への関心に対して大き

なインパクトを与えた。

また，先生は学会活動において，日本藻類学会，国

際藻類学会，日本植物学会等の役員を歴任されたが，

特に日本藻類学会においてはその設立に参画され，学

会誌「藻類」の編集幹事として編集兼発行者を発刊当

初から12年間(1952-1964)担当され，学会長として

2年間(1973-1974)，学会の発展のために尽力された。

この間1971年8月に札幌で開催された第 7回国際海藻

学会議では，組織委員並びに北海道地区準備委員長と

して会議準備運営の陣頭指揮をとられ，丁度ドノレショ

ックで通貨が混乱していた時で、あったが，各国参加者

にトラフールがないように配慮して，大成功裡にこの会

議を終了させた。また，長く室蘭市の文化面において

幾多の貢献をされ，室蘭市社会功労者として表彰を受

けるなど地域社会にも大きな足跡を残された。

先生は1974年4月 1日をもって定年退職されたが，

その後も数年間北海道教育大学等で非常勤講師として

講義を続けられ，また制北海道栽培漁業振興公社顧問

として，教育・研究の発展に尽力された。 2年前まで

は学会の支部会やセミナーにもお元気な姿を見せてお

られ，昨年は奥様と郷里の福井にまで、旅行されたと伺

っておりました。今年の 3月初旬体調をくずされて入

院されておられたが，まさか急に亡くなられるとは思

いませんでした。在りし日の先生の面影を偲びつつ，

泉下のご平安とご冥福をお祈りします。

(051室蘭市母恋南町1-13 北海道大学理学部附属海

藻研究施設)
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